
昭和 30 年度

事 業 報 告 書

自　昭和 30 年 4 月 1 日
至　昭和 31 年 3 月 31 日
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昭
和
=
一

O

年
一

昭
和
一
一
一
一

年

九
月
一
一

o Cコ。
月
一
一
一
一

-b 

日

月

七

H 

月

七

月一一一

O

月
=
・
一
}
日

月

三五

日

ノ

「

換

③

自

家

用

車

を

患

者

送

迎

用

に

併

用

す

る

場

合

の

料

金

④

結

核

二

点

滅

点

に

関

し

病

院

協

会

の

対

策

⑤

九

州

地

方

病

院

管

理

研

究

会

開

催

を

審

議

し

た

。

於
赤
垣
プ

7
与〆

.A 

ホ

ア

fl/ 

①

新

医

療

費

体

系

対

策

②

診

療

報

酬

の

単

価

③

そ

の

他

協

会

の

運

営

上

必

要

事

項

於

病

院

会

館

日

医

対

策

に

つ

"、
て

ハ

神

崎

副

会
4

長

を

日

医

副

会

長

叉

協

常

任

理

事

推

薦

)

協

議

し

た

。

日

於

病

院

会

館

い

て

協

議

日

医

役

員

対

策

に

つ

日

於

病

院

会

館

①

，

新

医

療

費

体

系

対

策

②

日

医

新

役

員

の

担

任

事

務

国

公

立

病

院

長

速

斑

ω
本

協

会

へ

の

一
括
加
盟

日

於

病

院

会

館

①

新

医

療

貨

体

系

③

寒

冷

地

区

に

於

け

る

社

会

保

険

診

療

報

酬

の

暖

房

料

③

中

央

社

会

保

険

医

療

協

議

会

委

員

獲

得

署

名

④

厚

生

大

臣

、

簿

提

出

陳

情

事

務

次

官

、

関

係

局

課

長

@

中

央

社

会

保

険

医

療

協

議

会

長

湯

沢

三

千

男

氏

@

小

畑

日

④

定

例

常

務

理

事

会

は

毎

月

4
4

四

木

曜

医

会

長

に

提

出

さ

る

'1 
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③ 
会

に

行

う

⑤
昭
和
=
一

0

年

度

総

会

学

会

対

策

⑥

会

国

公

立

病

院

連

毘

総

会

の

決

議

事

項

の

陳

情

⑦

健

康

保

険

法

対

策

委

員

会

設

爾

(

健

康

保

険

法

改

正

研

究

委

員

会

、

新

医

療

貨

体

系

調

資

委

員

会

を

合

@

委

員

長

は

守

③

厚

生

省

成

し

て

本

委

員

会

と

す

る

〉

屋

常

務

理

事

①

委

員

会

構

成

は

委

員

長

任

集

の

健

保

に

よ

る

医

療

費

の

息

者

の

健

保

並

建

築

検

討

は

部
負
担
、

⑦

の

委

員

会

に

一

任

す

る

③

厚

生

保

険

医

指

定

等

-

省

統

軒

調

査

部

長

よ

り

協

カ

依

頼

の

医

療

施

設

調

査

於

病

院

会

館

①

寒

冷

地

域

に

於

け

る

冬

期

暖

房

料

患

者

負

摂

③

寒

冷

地

域

に

於

け

る

冬

期

暖

房

料

患

者

負

担

に

関

し

厚

生

大

臣

に

提

出

さ

る

「

暖

房

料

に

関

す

る

陳

情

書

」

於

病

院

会

館

①

新

医

療

費

体

系

@

新

医

療

費

体

系

集

の

診

療

行

為

精

待

関

査

①

新

医

療

体

系

集

の

中

央

社

会

保

険

医

療

協

議

会

に

於

け

る

審

議

経

過

@

保

険

医

総

辞

退

一

部

改

正

に

つ

②

定

款

中

い

て

起

草

委

員

会

設

債

③

昭

和

=

二

年

度

定

期

総

会

並

び

に

挙

会

対

策

④

専

門

医

制

度

⑤
W

H

O

の

ド

ク

タ

ー

、

-8-
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昭

和
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和
一
一
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一
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和
三
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m
方

協

会

1. 

明

和一一一

O

年 年年

一一
月月

ノ、

臼

崎

ク

ニr.

ク

JV 

y

来

日

勧

迎

年

三五

月

/¥ 

H 日

於

病

院

会

館

年

五

月

九

日

四

日

①

新

医

療

費

体

系

対

策

精

密

詞

五

の

結

果

④

新

聞

等

に

得

道

す

る

場

合

は

本

部

②

新

医

療

費

体

系

民

関

す

る

医

療

行

，

為

⑦

新

民

療

費

体

系

に

関

す

る

本

協

会

の

芦

年

五五

月

と

緊

融

市

な

連

絡

を

行

う

明

書

於

病

院

会

館

(

白

木

及

び

京

京

の

会

開

会

議

〉

①

健

康

保

険

法

中

一

設

中

部

改

正

法

律

案

対

策

①

健

保

法

対

策

委

員

会

成

案

の

健

康

保

険

一

A
F
 

一

部

改

正

法

律

案

等

に

関

す

る

要

望

書

案

を

審

議

し

、

昌

一

@

健

保

訟

中

前i

改
正
法
的
川
祭
審
理

品守
ιa‘ 
、

厚

生

省

、

日
医
、

庭
向
掛
綴
導
機
関
、

②

新

医

療

費

体

系

対

策

③

日

本

医

師

会

幹

部

改

選

対

策 地

方

協

会

、

十

二

団

体

に

送

致

決

得

ー

③

総

会

及

び

学

会

大
会
々
的
引
税
定

⑤

協

会

の

強

化

策

⑤

日

病

協

、

済

生

会

の

四

団

体

会

H
赤
、

厚
生
速
、

長

会

続

開

催

等

A-

後

の

運

営

協

議

会

常

置

於

病

院

会

館

①

定

敦

也

市

委

員

会

に

於

て

成

山

梨

を

得

だ

定

款

中

一

部

改

正

築

の

審

議

③

定

期

総

会

対

策

@

提

出

講

③

開

会

時

間

僻

定

主主

、

• 

於

昭

和

医

科

大

学

附

属

病

院

本

臼

上

条

会

長

の

お

迂

に

U
4

り
緊
急
会
説
明
、

藤
森
、

神

崎

両

副

会
長
、

~~ 

~!十一ーー、

本

金
子
ベ

μ

淀
川
叫
常
務
理
事
、

協

会

と

し

て

の

方

針

合

協

議

し

た

。

埴

沢

理

事

出

席

し

、

①

全

国

地

京

協

会

長

、

十

二

団

体

会

長

に

速

惚

②

会

会

員

に

③

葬

儀

当

は

新

附

紙

r
ぷ

の

逝

去

広

告

を

以

τ
通

知

に

替

え

る

日

弔

辞

を

捧

呈

す

る

④

生

前

本

協

会

の

功

労

に

対

し

総

会

に

決

て

記

念

品

の

贈

呈

及

び

域

謝

決

議

す

る

於

病

院

会

館

nu 

①

上

条

会

長

急

逝

に

よ

り

会

長

が

決

定

す

る

ま

で

の

会

長

代

理

寸

は
柿
崎
副
会
以
降
が
、

集

③
定
期
一
総
会
対
策

@

開

会

時

間

②

定

款

中

@

提

出

鱗

築

そ

の

職

務

を

行

う

一

部

改

正

侵

故

ぴ

に

十

二

団

体

会

長

会

月
一
一
=

日

於

病

院

会

総

会

常

室

東
北
、

北
陪
、

信
越
、

山

陰

地

方

に

於

け

る

冬

期

暖

房

料

患

者

負

担

に

つ

き

当

該

地

方

協

会

長

件

以

ぴ

に

十

二

団

体

会

長

よ

り

参

考

資

料

を

持

ち

寄

り

、

容
誹
酬
を
行
っ
た
結
果
、

当

臼

「
暖
房
料

に

関

す

る

陳

情

持

」

な

出

席

者

会

臼

に

よ

っ

て

厚

生

大

臣

応



1/ 恒}

。ι
昭
和
一
一
一

年

月

ヨ五

提

出

す

る

と

共

に

、

保

険

局

長

'

必

ぴ

に

医

療

課

長

に

も

具

陳

し

た
。

日

於

赤

坂

プ

P

ホ

ア

JV 

新

医

療

費

体

系

が

強

行

さ

れ

よ

三/

3ミ

う

と

す

る

情

報

が

あ

っ

た

の

で

、

地

方

世

帯

情

を

聴

取

し

更

に

対

策

を

樹

立

し

、

と

れ

を

阻

止

す

る

た

め

地

方

協

会

長

並

び

に

十

二

団

体

会

長

会

議

を

併

催

し

、

神

崎

副

会

長

よ

り

中

央

社

会

保

険

医

療

協

議

会

に

於

け

る

審

議

経

過

の

説

明

が

あ

っ

た

後

、

①

新

医

療

費

体

系

に

関

す

る

事

項

②

昭

和

③

定

款

中

年

度

総

会

並

ぴ
に
・
単
一
戸
会
対
策
に
調
す
る
事
項

一

部

改

正

に

関

す

い

ハ

大

阪

協

寸

る

事

項

③

健

保

設

中

⑤

臨

時

会

貸

出

資

に

関

す

る

事

項

ハ

島

根

県

協

会

一

部

改

正

築

に

関

す

る

事

項

提 ' 会

事集 提

) 事長

を

審

議

し

、

出

胤

集

湿

り

可

決

さ

れ

た

。

昭
和
一
一
一
一

四

団

体

会

長

会

議

及

び

経

営

協

議

会

臼

於

病

院

会

館

一

部

改

正

法

F 

昭
和
一
一
一
一

学

会

芳

五

回

日

本

病

院

学

会

総

会

1. 

)
 

-
i
 

(
 

見

昭
和
=
一

O

年

(2) 

評

議

員

会

昭
和
=
一

O

年

。)

品
事
会
総
会

昭
和
=
一

G

年

昭
和
=
一
一

4手

一一一

年

四
月
一
一
。

さ営
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丹

年

月月

七

日

月

七

日
^ 

月

~ r、

新

医

療

貸

体

系

及

び

健

保

法

中

①

新

医

療

費

体

系

に

つ

き

経

営

協

議

会

の

律
家
品
川
喰
の
た
め

②

新

医

療

費

体

系

集

に

関

し

て

の

資

料

提

出

③

団

体

設

置

運

動

強

力

推

進

臼

於

病

院

会

館

①

今

後

の

十

二

門

体

の

称

は

必

要

に

応

じ

て

使

用

さ

る

険

医

療

機

関

指

定

は

当

協

会

を

鈴

問

機

関

と

す

る

③ 
保

行

中

必

要

あ

る

と

き

は

臨

時

会

費

を

徴

収

す

る

③

事

業

遂

③

新

医

療

費

体

系

の

審

議

が

再

開

さ

れ

た

場

合

、

め

方

乙

れ

が

対

策

の

今

後

の

進

⑤

新

医

療

費

体

系

の

審

議

を

中

央

社

会

保

険

医

療

協

議

会

が

中

止

せ

る

ま

で

の

審

議

内

容

-12-

一ぺ
共

株

式

会

社

品

川

工

湯

〆ー、

ク

イ

セ

チ

y

、
ピ

タ

‘ ヨミ

:/ 

ロ

官

・マ

製

造

工

程

)

関

東

逓

信

病

院

於

銀

賂

宝

来

グ

リ

)V 

日

於

国

立

公

衆

衛

生

院

長

岐

佐

武

郎

氏

に

よ

っ

て

開

単

会

長

会
し
た
。

一
般
演
題

臼

於

病

院

会

館

一

九

宿

題

報

告

日
本

X

線

技

師

会

外

十

二

団

体

に

掛

川

し

学

会

七

あ

っ

た
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1
1
1
1
1
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1
 

同

昭
和
一
一
一

昭
和
三
一

委

会

新

医

療

費

体

系

調

資

委

員

会

七

月

ヨ五

員

1. 

昭

和

三

O

年

昭

和

三

O

年

昭
和
=
一

O

年

昭
和
=
一

O

年

昭
和
=
一

O

年

昭
和
=
一

O

年
一

年

一
一
一
月
=
一
一

年

=
一
月
=
一
一

七

月

=

丸

日

^ 
月

八

月

三

口

九

月

三孟

月
三

O

昭
和
一
一
一

O

年

健

康

保

険

法

改

正

研

究

委

員

会

月

2. 

ア司

臼

， 
， 

開

催

に

つ

き

協

力

依

頼

日

日

本

X
線

按

師

会

外

十

二

団

体

に

対

し

才

六

回

単

会

に

演

題

出

題

依

頼

日

地

方

協

会

長

、

十

二

団

体

会

長

に

品

川

し

芳

六

回

挙

会

演

役
員
、

題

出

題

依

頼

日

於

病

院

会

館

厚

生

省

は

医

薬

分

業

と

は

別

の

岡

越

と

し

て

ト
れ

る

寸

新

医

療

費

体

系

を

実

.施

し

よ

う

と

す

る

意

図

が

窺

知

さ

の
で
、

本

協

会

は

、

こ

れ

に

立

ち

遅

れ

る

こ

と

の

な

い

よ

う

に

‘

病

院

と

し

て

の

立

場

に

重

点

を

懐

い

て

、

公

正

な

建

設

的

な

意

見

を

公

表

す

る

こ

と

を

決

定

於

病

院

会

館

県
立
、

厚

生

速

の

四

団

体

日
赤
、

済

生

会

、

に

品

川

し

現

行

と

新

医

療

費

体

系

と

の

比

較

調

査

依

頼

が

あ

っ

た

こ

の

ヂ

p
，

タ

ー

を

各

団

体

が

持

ち

寄

り

対

策

に

つ

き

協

の
で
、

議
し
た
。

日

於

厚

生

省

病

院

管

理

研

修

所

日

①

新

医

療

費

大

系

分

析

表

の

検

討

於

病

院

会

館

②

調

査

方

法

新

医

療

費

体

系

分

析

衰

を

持

ち

寄

り

検

討

を

①

按

術

料

は

増

点

す

る

②

入

院

料

は

再

診

料

を

含

め

てー行

場い

点

す

る

③

完

会

看

護

は

ず

1
ピ

ス

に

応

じ

て

増

点

す

る

こ

と

に

意

見

が

一

欽

し

た

日

於

病

院

会

館

①

新

医

療

費

体

系

に

幕

く

診

療

点

数

表

の

検

討

②

新

医

療

費

体

系

外

析

衰

の

増

減

比

率

検

討

を

行

い

更

に

新

医

療

費

体

系

修

の

在

↑'
A
 

院

患

者

割

高

性

を

各

地

方

協

会

長

及

び

十

二

団

体

会

長

に

依

頼

す

一

る

こ

と

に

決

定

正

案

作

成

資

料

の

た

め

九

月

一

ヨ王

日

四

時

〉

アr

，..、
日

日

本

委

員

会

は

健

康

保

険

法

改

正

研

究

委

員

会

と

併

合

し

て

健

康

保

険

法

対

策

委

員

会

と

改

称

於

病

院

会

館

犬

野

顧

問

弁

護

士

の

出

席

を

求

め

健

保

診

療

報

酬

支

払

に

つ

き

①

遅

払

の

場

合

の

支

払

遅

延

防

止

法

の

適

③

不

利

な

審

殺

に

対

し

苦

情

申

立

日

の

桧

文

化

等

を

審

議

し

た

。

③

医

燃

費

の

官

民

払

期

用



昭
和
一
一
一

O

年

昭
和
五

O

年
一

昭
和
三

O

年

昭
和
=
一

O

年
一

昭
和
一
一
一

O

年
一

昭
和
=
一

O

年
一

昭
和
一
一
一
一

七

月

恥

年

三五

日

月

〈コ

月

Cコ

月
=
一
一

月

=

回

目

月

七

日

月

七

日

叫V

於

病

院

会

館

才

四

固

定

期

総

会

に

於

て

承

認

さ

れ

た

健

康

っ
き
、

保

険

等

社

会

保

険

改

正

要

望

書

に

①

支

払

期

阪

を

明

記

さ

る

。

専

門

家

を

加

え

審

議

し
た
結
果
、

支

払

遅

滞

の

場

合

③

否

定

に

対

す

は

安

払

遅

延

防

止

法

と

同

率

の

利

子

を

附

す

③

医

療

担

当

者

の

表

規

を

生

保

訟

に

於

け

る

表

①

中

央

社

会

保

険

医

療

協

議

会

の

構

成

の

改

組

る

異

議

申

立

規
に
準
・
予
る

等

に

重

点

を

聞

く

こ

と

に

決

定

し

た

。

健

康

保

険

法

改

正

研

究

委

員

会

は

昭

和

三

O

年
一

一
月
三

O

ロH

の

常

務

理

事

会

に

於

て

新

医

療

費

体

系

調

査

研

究

委

員

会

と

合

ト

一

し

て

健

康

保

険

法

対

策

委

員

会

と

改

称

斗

臼

四

七

名

に

対

し

苓

員

就

任

委

嘱

日

厚

生

省

が

臼

医

外

二

団

体

に

対

し

新

医

療

費

体

系

中

間

報

告

を

行

っ

た

速

記

録

を

地

方

協

会

長

十

二

団

体

長

に

報

告

臼

於

病

院

会

館

新

医

療

費

体

系

は

早

急

に

公

表

さ

れ

る

と

と

を
聞
知
し
、

「

新

医

療

一
度
広
十
二
月
一
一
一

費

体

系

に

纂

く

健

康

保

険

及

ぴ

船

員

保

険

の

新

点

数

表

に

つ

日
に
・
は

厚

生

省

よ

り

し、

て
'-帽

の

公

表

も

あ

っ

た

の

で

公

表

交

を

苓

縫

と

し

て

検

討

を

行

本

委

員

会

は

芳

一

委

員

会

、

し、
目、

4
4

ニ

委

員

会

、

、

芳

三

委

員

会

1
1;JA

i

-

‘l
l

}
 

. 

の

各

部

門

別

委

員

会

を

設

賀

し

、

今

後

口

部

門

別

に

よ

っ

τ
検

討

す

る

こ

と

に

決

定

新

医

療

費

体

系

厚

生

省

串

鳴

を

検

討

願

う

た

め

地

方

協

会

十

、二

団

「

①

新

医

療

貨

体

系

に

基

く

健

康

保

険

及

び

船

員

保

険

の

体

E乙
点

数

表

に

つ

い

て

②

健

康

保

険

及

び

船

員

保

険

の

改

正

診

療

報

酬

点

数

表

、

厚

生

省

案

」

を

発

送

、於

病

院

会

館

新

医

療

設

体

系

厚

生

省

案

の

体

系

に

甘

雫

く

健

康

保

険

及

び

船

員

保

腕

の

新

点

数

@

新

医

療

費

②

健

康

保

新

医

療

費

体

ト

系

に

対

す

る

社

団

法

人

日

本

病

院

協

会

の

批

判

と

要

望

に

幕

い

一

崎

明

及

び

船

員

保

険

の

改

正

診

療

報

酬

点

数

表

は

、

て

検

討

し

た

結

巣

①

厚

生

省

阜

県

は

物

と

技

術

は

外

離

さ

れ

て

い

な

い

単

な

る

点

数

改

正

で

あ

る

②

初

診

料

、

再

診

料

と

注
③
精

射
料
、

処

盟

風

料

山

根

本

的

胤

則

か

ら

速

く

離

れ

て

い

る

神

科

の

初

診

料

と

再

診

料

の

不

適

正

①

処

方

旋

の

日

数

制

限

⑤

入

院

料

の

科

別

格

発

⑥

薬

治

料

の

島

町

算

方

法

等

を

各

積

資

料

に

よ

っ

て

検

討

す

る

こ

と

に

決

定

新

医

療

費

体

系

築

を

厚

生

省

が

公

表

し

て

以

於

病

院

会

館

来

同

省

に

於

て

も

検

討

中

で

あ

る

が

、

当

協

会

に

於

て

も

現
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三
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一
一
一
一

3. 

税

専

門

委

員

会

昭
和
一
一
一

O

昭
和
三

0

・年

昭
和
三

O

昭
和
三

O

年
一

年~ 
ゆ F

一一

、、、年

一一

4手

一
月
一
一
六

年

六七
月
一
一

年

八

月

=

。

月

=

六

月

七

日

月

一一

月

九

日

月

Cコ

月

九

日
^ 九

日

行

の

も

の

と

新

医

療

費

体

系

点

数

表

集

の

点

数

を

比

較

調

査

す

①

調

資

は

急

施

す

る

④

調

否

対

照

る

要

が

あ

る

の

で

①

鋼

管

衰

の

成

案

③

調

斎

要

領

の

成

案

@

本

委

員

会

委

員

の

施

設

@

地

域

差

検

討

の

た

め

稿

閥

、

大

新・5警
潟姫

島
根
、

兵
庫
、

|疲

愛
知
、

石
川
、

富
山
、

長
野
、

済
生
会
、

公

立

に

調

査

依

頼

さ

る

@ 
調

査

表

に

百己

入

す摩

る生

ま逮

北

海

道

、

で

の

施

設

に

於

て

調

査

票

は

適

宜

作

成

す

る

こ

と

を

決

定

於

病

院

会

館

①

中

央

社

会

保

険

医

療

協

議

会

に

於

℃

は

新

医

療

費

体

系

の

審

ド

議

は

本

格

化

す

と

共

に

健

保

法

一

部

改

正

案

も

審

議

は

進

行

中

斗

で

あ

り

先

の

精

御

調

賓

の

結

果

と

従

来

の

検

討

を

綜

合

し

て

結

論

を

出

し

、

当

協

会

の

声

明

書

案

を

作

成

し

τ
機

関

に

附

議

す

る

た

め

①

精

制

約

調

査

の

結

果

の

検

討

②

声

明

書

案

文

の

作

成

を

行

っ

た

日

先

に

行

っ

た

新

医

療

費

体

系

祭

と

現

行

味

数

の

比

較

精

地

調

査

の

築

許

表

を

会

国

協

会

長

、

十

二

団

体

会

長

調

資

施

設

に

発

送

於

病

院

協

会

①

申

央

社

会

保

険

医

療

協

議

会

に

於

て

新

医

療

費

体

系

審

議

は

A 二a

-

中

止

さ

れ

る

と

い

う

情

報

の

僻

認

②

医

薬

分

業

法

実

施

に

闘

す

③

健

保

法

中

一

部

改

正

案

の

検

討

を

行

い

る

点

数

①

更

に

社

会

保

倹

診

療

被

酬

支

払

苓

金

法

中

一

部

改

正

法

案

に

つ

"、
て

も

検

討

の

結

巣

「
健
康
‘
保
険
法
中

一

部

改

正

法

律

祭

等

に

関

す

る

嬰

望

書

築

を

作

成

し

常

務

理

事

会

に

附

議

さ

る

臼

新

医

療

費

体

系

を

中

央

社

会

保

険

医

療

協

議

会

に

於

て

審

議

さ

る

こ

と

を

中

止

す

る

情

椴

を

受

け

た

の

で

、

速

報

し

た

。

日

医

薬

分

禁

法

に

必

要

な

暫

定

点

数

表

捻

び

に

中

央

社

会

保

険

医

療

協

議

会

長

答

申

書

等

を

地

方

協

会

、

十

団

体

t乙

椴
.fr. 

'" 
し

た

-18ヱ

臨

時

税

制

調

夜

会

に

対

し

、

現

行

税

制

に

対

す

る

病

院

と

し

て

の

要

望

書

提

出

日

病

院

の

税

に

関

す

る

根

本

対

策

樹

立

P
た

め

会

員

病

院

に

対

し

て

の

意

見

聴

取

完

了

病

院

の

税

問

題

に

つ

Lτ
中

山

参

議

院

議

員

及

び

厚

生

省

関

明

日

者

と

級

識

し

v

税

軽

滞

官

要

誇

日

厚

生

大

臣

、

事

務

次

官

反

ぴ

関

係

局

課

長

に

対

し

、

山

要

望

書

を

提

出

し

、

現

行

税

制

に

対

す

る

病

院

と

し

て

協

力

を

要

請
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豆王

月

三五

日日臼臼臼

於

病

院

会

館

八

月

号

の

編

輯

に

つ

し、

て

月

2五

日

月

一一

於

病

院

会

館
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瞬 時滋賀 .j.j ー2~ ア3
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ノOC( 大限
一270 一2.27 ~"" 
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橋 島 l's 〆~ ノタ 岡 山 ノー2.1 未入金
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東京 lfo.2.J 〆占2..9 :27 高知 s'l- 来入会

神奈川 ノダ3 / ノ 椙 岡 .2ノ~ l'.J .jjT 

新潟 7J' ア~ l'0 佐賀 67 .j/ ~~ 

富石 l山H 
67 .tl' rア 長崎 l'l' 未入会

ア6 ー2.2 .2? 熊本 タノ 未入会

稽井 ~.2 ノタ '/.J' 大分 'I-~ 未入会

山 梨 .J7 ノIJ. .91' 宮崎 ア2 未入会

長野 ノoア ~O .j7 鹿児島 タ~ 未入会

岐阜 77 ア~ :;>p 

静 開 7~ ~/ s-l 

愛 知 .2J~ /.Js .t? 

五重 1'7 ，/4 〆，. 計 供77~ ，そ~1'1/. Jj" 

i
d
ゐ
F
1島
常
I

l

-

-

l

j

y

J
i
 



財 産 目 録

色・

資産の部

銀行予金 富士銀行本郷支底
一2'てlJ.7J'

住友銀行神田支底 ノ ~.s:~OO ~lJ..s:07S ， ()0 

振替貯金 東京貯金局 ，Jて~アタ ， 00

未収入金 昭和./0年度未収会費アアλタ00

過年度分未収会費 8'，.200 7~1αノ00.00

立 替 金 診療報酬改正委立替金 ノ.I..I~7 .，()()

仮 払 金 東京病院協会 .//ヌ'fJj'

大阪病院協会 J:()O() 

都道府県立協議会 .J.(f)()0 ノー2'.~()， ， ()() 

什器備品 応接用セットー式 ー2'てS()O，'O

負債の 部

預 り 金 3ノ年度分会費前受 7..200，.QO 

貸借対照表

昭和3ノ年2月3ノ日現在

一一一 ー一
資 産 の 部 資産及負債の部

科 目 金 額 科 目 金 額
， 

銀行予金 預〆lJ.s:07s:00 金 7..200: 00 

! 

振替貯金 ノヌ~アタ: 00 基 金 ..100.000:00 

立 替 金 /、ま$1'7:00 繰 越， 金 ~0r..9S0:00 

未収入金 7~o.ノ00: 00 

仮 払 金 ノー27.~0j'; 00 
' a 
』

a 

什 器 備 品 以 J'OO;00 
。
。

。
ノ.ノノ.t.sj-o~ 00 合 計 ノ:// S:s $0: 00 合 計
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自昭和 30
昭 和 30年 度歳入歳出決算書〈歪昭和31.~:3 i) 

社団法人 日 本 病 院 協 会

歳 入 3 • 038 • 053円

歳 出 3 ， 038 • 053円

差 事1 残 。
の 部

傭 考

歳 入

ー科 目

昭和 30年度会費

昭和30年度臨時会費

I~ 年度会俊
一過年度分担金

雑 l収

入
一
金
一

庚
一
越
一

金
一
繰
一
計

↑由民一

替
一
年
一

立
一
前
一

歳入金額 1 f柑額| 比較ム減

2.128，1 0♂12，9 0 0，00 trl~n l.9 00'収入率 75%

入

454，500 

97，400 

117，000 

207.615 1 5 ~O 00 54.6 15 

w 96'綿 1.00Ox 1，26 7=1.2 6 7，000円

H 92 % 

945%  

原価計算プ 9，.... ~ 2旦280円広台料 26.000円綜合逓信分担 64，555円
人事官官 76.589円利子その他 11，2 1 1円

診銀報餅{改亙委(12団体〉立替金

(J) 音E

01 454，300 

105，6 Oll 1体 8，200

262.0001[:， 145，000 

。 13，3871ム 15，387 

手十

事 車産

考

33，6 5 8 1 5 5.6 58 1 0 

1038，05513，467.6251ム429.572

歳 出

傭

給 料

物

手当

諸給

厚生聖堂

旅費交通費

水熱費

件費

週 一信 一巳費ー抽唾晶血~一戸A，..てこ了
欝務梼ず-- 十ぷ『

消耗品費

印刷負

什暴備品安

目 | 歳出金額 | 強算額|比較ム減

費 1 1.449，71♂11，46 2，0 0 0'1ム 12.227"

2 5，0 0 0防<12=300，000円 20，000匹以 12=240，000円
864.000 r 839，000 I 2旦000I 18，000円x3=54.000円10，000吊<12=120.000円

|1  80，00吊<12=96.000円

1o 7，2 0 0 y 1 50.0 0 0仏 42，800 1賞与刊000円残業手当 13，200円

9，56 0 f 1 0.000 1ム 44 0 1臨時麗ー上17人目当及残業乎当

84，4 0 O~ノ 125.0001ム 38，600 1醐退職引当金

日 8，500.{ 300.000 1 38.5001縮会、地方協会、臨その他一般出張経費

46.113f 40.0001 6，1151軍 T及び暖房料

S7併 80I 400.0001[:， 29，520 I 

一 吋間半日も~，{Hj"0"\&， r:nρ吋糊駐す7， Õ~6刊I鎖骨黙aωー円委員会 12~4;O Pl総会払17 .2 円
1 m ー ï~' '，-~. N交員会7，n24円他9，212円二

46.02 91 7 0，00 0 1ム2S.91l1縄文兵事務用品

』原価討繁華要綱75，000円新医療貨体系関係4ι448円
健保法関係24，180円その他 9，200円

54，828 、 20.000 1 H ，82 8 

1，800 80，000 ふ 78，200

91，054 30.000 61，054 

69，460 110.000 件 40，540

54，710 50，000 民 15.290

14.91 0 50.000 1.6. 35.090 

19，840 10，00 0 9.840 

425.217 940.000 165H.YS骨

7，530 20.000 体 12.470

283，310 630.000 t!l4 6.690 

20，285 20，000 285 

。 20，000 T 20，000 

14，092 250，000 ム 135.908

会

雑 費

議 費

総 会 授

役員会費

諸会議費

業 費

調査研究 費

会 報 費

学 会 安

対 策 費

委員会提

.. 尊E

t昔
顧

室

開

預り金払戻

仮 払 金

激 備 金

事務手数料

次年度繰越金

富十

‘ェー ・

黒板 1

富c.;念品久下氏外2名 19，820円都民税 8.400円銀行借入利子8，1S 4円
熊谷氏、高橋氏、上条前会長花輸代S9，400円章者間代3，960円
振替手数料旦275円その他 12，045円

1団

理事会、在来週事会、常務王軍事会

地方協会長、 12団体会長会議

医家寄籍、雑誌

且000防<12=60，000円編幡費 3，670円会議費 14耳270円印刷費
70.51 0円発送費

学会開催諸経費

新医療費体係 82，840円定款改正21，575円鎗保法7，057円
看護婦制度2.620円

560:000V 960，0001 01倦室料，

50.0'0 '0 ¥. 150.00016 100，000 j欄弁護土顧問料

0 7，2001.6. 7，20o I 

127，6091 0い27，6091す郡伊 119.609円大閉院協会旦00叩道府県立協議会

G !l8.4251ム刊4251

14.5 6 0 1 01 1 4，.5 6 0 

164，9541 0IJ~4，954 
1O!l8ρ53 1 5.467，62耳|ム U 旦512

事ヰ

料

上記について監査した結泉、相違~/ないととを認めます。

昭和31年6月12日
伊藤恭二郎

石川正匡

監

監

事

事



手十 自

会 焚

3 1年度会授

過年度会 Q

過年度分担金

過年度臨時会食

雑 収 入

立替金戻入

仮 払 金

繰 越 金

計

、

科 目

事 務 Q 

給 料

手 当

諸 給

厚 生 聖堂

旅授交通安

光熱水 賢

物 件 授

通 信 'R 

消華f; 品~

印 JdU 資

繍 品 Q 

雑 安

会 議 Q 

総 会 Q 

役員会 Q

諸会議' R

事 業 Q 

調査研究段

会 報 Q 

学 会 Q 

委員会費

借 室 料

顧 問 料

預 り金払戻

仮 払 金

Z畢 備 n 
渉 外 'R 

事滋手数料

次年度繰越金

計

昭 和 31年度歳入歳出頭算書(自昭和 31・H・:~ ) 
.?i昭和 32. 5.31 

歳 入

31年度強JJ 前年度歳出 比較ム減

5.099，801f' 2，796，80cr 2，303，00♂ 

3.362，000 01 3，362，000 

780.100 2，225，500 ド1，445，400 

145，000 117，000 28，000 
、

812，700 454.3目。 358，400 

147，000 207.615 ふ 60，6t 5 

1 3，3 R 7 。 13，387 

127.6 0 ~ 。1 27，609 

164，954 33，638 13l.316 

5，552，750 3，038.053 2，514.697 

歳 出

31年度恕算 前年度歳出 比較ム減

同

708，027 何2，157，800 1，449，77 3 

1.068，000 864，000 204，000 

社団法人ー日本病院協会

の

備

歳入

歳出

差!ll 残

部

1.681会員@2，O0 0円

ー 5，552，750円

5，552，750円。

呈雪

2 9年度 8.200円 30年度77VOO円

過年度分担金残

3 0年度臨時会資残

人事部 75.000円原価計算ず 9:-'ト司000円利子3，000円
居さ斜里，00Oxl2=6QOOO円

診療報酬改正黍〈 12団体)立替金

(l) 膏E

繍 考

2 7，000. 25，000 . 2 0.0 0 0 . 1 1，00 0 . 8，000 (タイピスト〉

寸

2. ~ 9，600 107，200 142.400 89，0 O_Ox 12=106，800円貸与 3，00Ox 12 =3，6000時間外勤務手当

30，000 9，560 20，440 臨時層上経n
111 0，2 0 0 84，400 75，800 89，000険制=71，200円健保安 89，090円積立全種替の、1月分

_ 1; 0 0.000 338，500 2-61.長骨骨 !lo-O.O"O O.将勝習至宝出張500，000円一般出張

50.000 46.11 3 3，887 軍T、暖房料

740，000 376，480 363，520 

250.000 百2，769 167，231 役員、地方協会、特定団体文書発送

50.000 46，029 3，971 用紙、筆墨その他事務用品

250，000 154.828 95，1 72 諸印刷11Q

100.000 1.800 98.200 タイプライ!?-、謄写版、その他

90.000 91，05416 l054 振替手数料、鹿市、諸従軍ヱ

250.0 00 69，460 180，54 0 

100.000 34.710 65，290 定期総会 1 臨時総会 1

100，000 14，91 0 85，090 常重苦理事会、理事会、代議員会民

50，000 じ 19，840 30，160 地方協会長、 12団体会長、そのf館者会訟Q

1，570，000 425，217 1，144，783 

20.000 7，530 12.470 医事雑誌、書籍

1，100.000 283.3 1 0 816，690 llfJ紙内訳

150，000 20.285 129.715 日本病院学会経Q

300.000 1 1 4.0 92 185，908 各醤委員会民

360.000 360.000 0130，000x12 

150，000 50，000 100，000 顧問弁護士料

7，200 。 1，200 前受会史振替。127，609 D. 127.609 

37，750 。 37.750 

280，000 D 280，000 国際病院連合加盟及び渉外資

。 14，560 D. 14，560 。1.64，954 ド~ 164，954 

5.552，750 3，038.053 2，514，697 

ー、、



科 目

印 届Ij p 

編 集 Q 

謝 金

通 イ言 Q 

会 議 n 
雑 !Q 

計

会 報. 費 日月 華岡 書

病院綜合通信. 毎月 15日発行強定

金 額 備 考

694.000 

489.600 P20のもの 3.500部 40.800x 12 

15.000 手帯封代

14，400 写真挿入費 10回 @1.200xI2

12.000 穴あけ授 3.500部 1.000x12 

13.00'0 原稿用紙 3速

150.000 綴込表紙 3，000部@45・00 3.000部x5.0円

60.000 60，000 近藤氏嘱託料

120.000 120.000 原稿料 10.000円 x 12 

184，000 

144.000 第三種 3，000部 x12x4円

40，000 第五種@8.00 500部 x8円

12，000 12.000 12図 1.000円 x12 

30，000 30.000 選鍛‘交通費外

1.100.000 1.100.000 

¥ 
¥ 

/ 

¥¥  

ー一
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